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(57)【特許請求の範囲】

【請求項１】

　加水分解されたバイオマスをメタン発酵させるための発酵槽と、

　前記バイオマスを前記発酵槽の周縁部の一部に上方から供給するための供給口と、

　前記バイオマスを前記供給口まで送出するポンプと、

　前記発酵槽内に供給されたバイオマスを攪拌する攪拌板と、

　前記発酵槽の底部に配置されたメタン菌滞留材とを備え、

　前記攪拌板は、

　前記メタン菌滞留材の上方において略水平に設けられた回転軸と、

　前記回転軸を中心として回転する板状部材とを備え、

　前記供給口から吐出される前記バイオマスが該板状部材に当たることのみにより該板状

部材が前記回転軸の周りで回転して前記バイオマスの攪拌を行うように構成され、

　前記板状部材は、前記回転に際してその径方向外側の端部が前記メタン菌滞留材の内部

を通過する寸法を有することを特徴とするメタン発酵装置。

【請求項２】

　前記攪拌板は、３枚以上の前記板状部材を備え、前記供給口から供給されるバイオマス

が各板状部材に順次当たって該板状部材が回転することにより前記バイオマスの攪拌を行

うものであることを特徴とする請求項１に記載のメタン発酵装置。

【請求項３】

　前記加水分解されたバイオマスを生成するための加水槽と、

10

20



(2) JP  6664801  B1  2020.3.13

　 前 記 発 酵 槽 に お け る 前 記 供 給 口 下 方 の 底 部 に 設 け ら れ 、 前 記 メ タ ン 発 酵 に よ る 分 解 速 度

の 遅 い 固 形 物 を 分 離 す る た め の 分 離 室 と を 備 え 、

　 前 記 分 離 室 は 、 該 分 離 室 に よ り 分 離 さ れ た 固 形 物 を 前 記 加 水 槽 に 戻 す た め に 該 加 水 槽 に

接 続 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の メ タ ン 発 酵 装 置 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】

【 技 術 分 野 】

【 ０ ０ ０ １ 】

　 本 発 明 は 、 加 水 分 解 さ れ た バ イ オ マ ス を メ タ ン 発 酵 さ せ る メ タ ン 発 酵 装 置 に 関 す る 。

【 背 景 技 術 】

【 ０ ０ ０ ２ 】

　 従 来 、 バ イ オ マ ス を 加 水 分 解 す る 加 水 分 解 槽 と 、 加 水 分 解 さ れ た バ イ オ マ ス を 発 酵 さ せ

る メ タ ン 発 酵 槽 と 、 メ タ ン 発 酵 槽 に お け る バ イ オ マ ス の 発 酵 後 の 残 渣 で あ る 消 化 液 を 貯 留

す る 消 化 液 タ ン ク と を 備 え る バ イ オ マ ス 処 理 シ ス テ ム が 知 ら れ て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献

１ 参 照 ） 。

【 ０ ０ ０ ３ 】

　 特 許 文 献 １ の シ ス テ ム で は 、 メ タ ン 発 酵 槽 に は 、 Ｐ Ｈ セ ン サ と 、 温 度 セ ン サ と 、 側 壁 に

取 り 付 け ら れ た ヒ ー タ と が 設 け ら れ る 。 こ れ ら の セ ン サ や ヒ ー タ に よ り メ タ ン 発 酵 槽 が メ

タ ン 発 酵 に 適 し た Ｐ Ｈ 、 温 度 と な る よ う に 管 理 さ れ る 。 ま た 、 メ タ ン 発 酵 槽 に は 、 電 動 モ

ー タ で 駆 動 す る 攪 拌 機 が 設 け ら れ て お り 、 攪 拌 機 に よ り Ｐ Ｈ 及 び 温 度 が 均 一 と な る よ う に

メ タ ン 発 酵 槽 内 の バ イ オ マ ス が 攪 拌 さ れ る 。

【 先 行 技 術 文 献 】

【 特 許 文 献 】

【 ０ ０ ０ ４ 】

【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ １ ４ － ２ ４ ０ ５ ０ 号 公 報

【 発 明 の 概 要 】

【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】

【 ０ ０ ０ ５ 】

　 し か し な が ら 、 上 記 特 許 文 献 １ の シ ス テ ム に よ れ ば 、 電 動 モ ー タ で 駆 動 す る 攪 拌 機 に よ

り 発 酵 槽 を 攪 拌 す る の で 、 そ の 分 よ り 多 く の 電 力 が 消 費 さ れ 、 運 転 費 用 が 高 額 な も の と な

る 。

【 ０ ０ ０ ６ 】

　 本 発 明 の 目 的 は 、 上 記 従 来 技 術 の 課 題 に 鑑 み 、 よ り 消 費 電 力 が 少 な い メ タ ン 発 酵 装 置 を

提 供 す る こ と に あ る 。

【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】

【 ０ ０ ０ ７ 】

　 本 発 明 の メ タ ン 発 酵 装 置 は 、

　 加 水 分 解 さ れ た バ イ オ マ ス を メ タ ン 発 酵 さ せ る た め の 発 酵 槽 と 、

　 前 記 バ イ オ マ ス を 前 記 発 酵 槽 の 周 縁 部 の 一 部 に 上 方 か ら 供 給 す る た め の 供 給 口 と 、

　 前 記 バ イ オ マ ス を 前 記 供 給 口 ま で 送 出 す る ポ ン プ と 、

　 前 記 発 酵 槽 内 に 供 給 さ れ た バ イ オ マ ス を 攪 拌 す る 攪 拌 板 と 、

　 前 記 発 酵 槽 の 底 部 に 配 置 さ れ た メ タ ン 菌 滞 留 材 と を 備 え 、

　 前 記 攪 拌 板 は 、

　 前 記 メ タ ン 菌 滞 留 材 の 上 方 に お い て 略 水 平 に 設 け ら れ た 回 転 軸 と 、

　 前 記 回 転 軸 を 中 心 と し て 回 転 す る 板 状 部 材 と を 備 え 、

　 前 記 供 給 口 か ら 吐 出 さ れ る 前 記 バ イ オ マ ス が 該 板 状 部 材 に 当 た る こ と の み に よ り 該 板 状

部 材 が 前 記 回 転 軸 の 周 り で 回 転 し て 前 記 バ イ オ マ ス の 攪 拌 を 行 う よ う に 構 成 さ れ 、

　 前 記 板 状 部 材 は 、 前 記 回 転 に 際 し て そ の 径 方 向 外 側 の 端 部 が 前 記 メ タ ン 菌 滞 留 材 の 内 部

を 通 過 す る 寸 法 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 。

【 ０ ０ ０ ８ 】

　 本 発 明 に よ れ ば 、 発 酵 槽 に 供 給 さ れ る バ イ オ マ ス が 攪 拌 板 の 板 状 部 材 に 当 た る こ と に よ
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っ て 、 供 給 さ れ た バ イ オ マ ス を 攪 拌 板 で 攪 拌 す る の で 、 攪 拌 板 は 、 電 力 を 消 費 す る こ と な

く 、 バ イ オ マ ス を 攪 拌 す る こ と が で き る 。

　 ま た 、 攪 拌 板 は 、 そ の 回 転 時 に 、 各 板 状 部 材 の 先 端 部 が メ タ ン 菌 滞 留 材 の 内 部 を 通 過 す

る の で 、 メ タ ン 菌 滞 留 材 の メ タ ン 菌 が 良 好 に 発 酵 槽 内 の バ イ オ マ ス 内 に 拡 散 し 、 メ タ ン 発

酵 を 良 好 に 促 進 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ０ ９ 】

　 本 発 明 に お い て 、 前 記 攪 拌 板 は 、 ３ 枚 以 上 の 前 記 板 状 部 材 を 備 え 、 前 記 供 給 口 か ら 供 給

さ れ る バ イ オ マ ス が 各 板 状 部 材 に 順 次 当 た っ て 該 板 状 部 材 が 回 転 す る こ と に よ り 前 記 バ イ

オ マ ス の 攪 拌 を 行 う も の で あ る の が 好 ま し い 。

【 ０ ０ １ ０ 】

　 こ れ に よ れ ば 、 ３ 枚 以 上 の 攪 拌 板 が 回 転 す る こ と に よ り 攪 拌 を 行 う の で 、 バ イ オ マ ス の

攪 拌 を 良 好 に 行 う こ と が で き る 。

【 ０ ０ １ ５ 】

　 本 発 明 に お い て 、

　 前 記 加 水 分 解 さ れ た バ イ オ マ ス を 生 成 す る た め の 加 水 槽 と 、

　 前 記 発 酵 槽 に お け る 前 記 供 給 口 下 方 の 底 部 に 設 け ら れ 、 前 記 メ タ ン 発 酵 に よ る 分 解 速 度

の 遅 い 固 形 物 を 分 離 す る た め の 分 離 室 と を 備 え 、

　 前 記 分 離 室 は 、 該 分 離 室 に よ り 分 離 さ れ た 固 形 物 を 前 記 加 水 槽 に 戻 す た め に 該 加 水 槽 に

接 続 さ れ て も よ い 。

【 ０ ０ １ ６ 】

　 こ れ に よ れ ば 、 分 離 室 に よ り 分 離 し た 固 形 物 を 加 水 槽 に 戻 し て 再 利 用 を 図 る こ と が で き

る 。

【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】

【 ０ ０ １ ７ 】

【 図 １ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 係 る バ イ オ マ ス 処 理 シ ス テ ム を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。

【 図 ２ 】 本 発 明 の 別 の 実 施 形 態 に 係 る バ イ オ マ ス 処 理 シ ス テ ム を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。

【 図 ３ 】 図 ２ の バ イ オ マ ス 処 理 シ ス テ ム に お け る 攪 拌 板 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。

【 図 ４ 】 本 発 明 の さ ら に 別 の 実 施 形 態 に 係 る バ イ オ マ ス 処 理 シ ス テ ム を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で

あ る 。

【 図 ５ 】 図 ５ Ａ ～ 図 ５ Ｃ は 、 そ れ ぞ れ 、 図 ４ の バ イ オ マ ス 処 理 シ ス テ ム に 適 用 で き る 中 央

型 分 離 室 、 傾 斜 型 分 離 室 及 び 屋 根 型 分 離 室 を 示 す 図 で あ る 。

【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】

【 ０ ０ １ ８ 】

　 以 下 、 図 面 を 用 い て 本 発 明 の 実 施 形 態 を 説 明 す る 。 本 実 施 形 態 の バ イ オ マ ス 処 理 シ ス テ

ム は 、 バ イ オ マ ス を メ タ ン 発 酵 さ せ る こ と に よ り メ タ ン を 含 む バ イ オ ガ ス を 発 生 さ せ る メ

タ ン 発 酵 装 置 を 備 え る 。 図 １ に 示 す よ う に 、 こ の メ タ ン 発 酵 装 置 と し て の バ イ オ マ ス 処 理

シ ス テ ム １ は 、 有 機 物 原 料 を 生 成 す る 破 砕 機 ２ 及 び 有 機 物 調 整 タ ン ク ３ と 、 こ の 有 機 物 原

料 を 加 水 分 解 し て 加 水 分 解 さ れ た バ イ オ マ ス を 生 成 す る 加 水 槽 ４ と 、 加 水 槽 ４ か ら の バ イ

オ マ ス を 発 酵 さ せ る 発 酵 槽 ５ と 、 発 酵 槽 ５ に 接 続 さ れ た 脱 硫 装 置 ６ 及 び 消 化 液 タ ン ク ７ と

を 備 え る 。

【 ０ ０ １ ９ 】

　 破 砕 機 ２ 及 び 有 機 物 調 整 タ ン ク ３ は 、 例 え ば 、 残 飯 や 生 ご み な ど の 食 品 残 渣 を 破 砕 機 ２

で 破 砕 し 、 こ の 破 砕 物 に 対 し 、 有 機 物 調 整 タ ン ク ３ に お い て 水 と 消 化 液 を １ 対 １ の 割 合 で

加 え る こ と に よ り 、 有 機 物 原 料 を 生 成 す る 機 能 を 有 す る 。 こ の 有 機 物 原 料 は 、 循 環 ポ ン プ

８ に よ り 加 水 槽 ４ に 供 給 さ れ る 。

【 ０ ０ ２ ０ 】

　 加 水 槽 ４ は 、 こ の 有 機 物 原 料 を 加 水 分 解 す る こ と に よ り 、 加 水 分 解 処 理 さ れ た バ イ オ マ

ス を 生 成 す る た め の も の で あ る 。 こ の バ イ オ マ ス は 、 循 環 ポ ン プ ９ に よ り 供 給 口 １ ０ を 経

て 発 酵 槽 ５ に 供 給 さ れ る 。 発 酵 槽 ５ は 、 上 述 の メ タ ン 発 酵 装 置 を 構 成 し て お り 、 こ の バ イ

オ マ ス を メ タ ン 発 酵 さ せ 、 バ イ オ ガ ス と 消 化 液 を 生 成 す る 機 能 を 有 す る 。
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【 ０ ０ ２ １ 】

　 脱 硫 装 置 ６ は 、 生 成 さ れ た バ イ オ ガ ス か ら 硫 化 水 素 を 除 去 す る 。 消 化 液 タ ン ク ７ は 、 生

成 さ れ た 消 化 液 を 一 時 的 に 貯 留 す る た め の も の で あ る 。

【 ０ ０ ２ ２ 】

　 ま た 、 バ イ オ マ ス 処 理 シ ス テ ム １ は 、 地 下 水 を 貯 留 す る た め の 雨 水 タ ン ク １ １ と 、 加 水

槽 ４ 及 び 発 酵 槽 ５ を 保 温 す る 熱 調 整 保 温 装 置 １ ２ と を 備 え る 。 熱 調 整 保 温 装 置 １ ２ は 、 雨

水 タ ン ク １ １ 内 の 水 を 温 調 し つ つ 、 加 水 槽 ４ 及 び 発 酵 槽 ５ 内 に 配 置 さ れ た 保 温 用 パ イ プ １

３ に 流 通 さ せ る こ と に よ り 、 加 水 槽 ４ 及 び 発 酵 槽 ５ 内 の 温 度 を ３ ６ ～ ４ ０ ℃ に 保 持 す る 。

【 ０ ０ ２ ３ 】

　 熱 調 整 保 温 装 置 １ ２ に は 、 太 陽 光 温 水 機 や 石 油 給 湯 器 が 含 ま れ る 。 熱 調 整 保 温 装 置 １ ２

は 、 発 酵 槽 ５ 内 で 生 じ る バ イ オ ガ ス 熱 な ど も 考 慮 し て 温 調 を 行 う 。

【 ０ ０ ２ ４ 】

　 ま た 、 加 水 槽 ４ 及 び 発 酵 槽 ５ は 、 供 給 口 １ ０ に 設 け ら れ た 重 量 計 １ ４ 、 槽 内 に 配 置 さ れ

た Ｐ Ｈ セ ン サ や 温 度 セ ン サ １ ５ 、 及 び 発 酵 槽 ５ の 側 壁 に 取 り 付 け ら れ た ヒ ー タ な ど を 備 え

る 。 こ れ ら の セ ン サ や ヒ ー タ 、 さ ら に は 後 述 す る 流 量 計 １ ６ を 用 い て 、 加 水 槽 ４ 及 び 発 酵

槽 ５ 内 の 環 境 が メ タ ン 発 酵 に 適 し た Ｐ Ｈ や 温 度 と な る よ う に 管 理 さ れ る 。

【 ０ ０ ２ ５ 】

　 発 酵 槽 ５ と 脱 硫 装 置 ６ と の 間 に は 、 発 酵 槽 ５ で 生 じ た バ イ オ ガ ス に つ い て の 脱 水 装 置 １

７ 及 び ド レ ー ン フ ィ ル タ １ ８ が 設 け ら れ る 。 脱 硫 装 置 ６ に よ り 硫 化 水 素 が 除 去 さ れ た バ イ

オ ガ ス は 、 除 湿 部 １ ９ を 経 て 、 流 量 計 １ ６ に よ り 流 量 が 計 測 さ れ つ つ 、 再 生 資 源 と し て の

利 用 に 供 さ れ る 。

【 ０ ０ ２ ６ 】

　 一 方 、 発 酵 槽 ５ で 生 じ た 消 化 液 は 、 消 化 液 タ ン ク ７ に 貯 留 さ れ た 後 、 肥 料 な ど と し て の

再 利 用 に 供 さ れ る 。 ま た 、 発 酵 槽 ５ に は 、 槽 内 の 消 化 液 の 一 部 を 吸 い 上 げ る 循 環 ポ ン プ ２

０ 及 び 三 方 弁 バ ル ブ ２ １ が 接 続 さ れ る 。 消 化 液 タ ン ク ７ 内 の 消 化 液 の 一 部 と 循 環 ポ ン プ ２

０ で 吸 い 上 げ ら れ る 消 化 液 と が 、 三 方 弁 バ ル ブ ２ １ に お い て 合 流 さ れ 、 循 環 ポ ン プ ２ ２ に

よ り 還 流 さ れ る 。 こ の 還 流 は 、 必 要 に 応 じ て 、 有 機 物 調 整 タ ン ク ３ 、 加 水 槽 ４ 、 及 び 発 酵

槽 ５ に 対 し て 行 わ れ る 。 加 水 槽 ４ 及 び 発 酵 槽 ５ に 対 す る 還 流 は 、 そ れ ぞ れ 三 方 弁 バ ル ブ ２

３ 及 び 三 方 弁 バ ル ブ ２ ４ を 介 し て 行 わ れ る 。

【 ０ ０ ２ ７ 】

　 発 酵 槽 ５ と 消 化 液 タ ン ク ７ 、 発 酵 槽 ５ と 循 環 ポ ン プ ２ ０ 、 循 環 ポ ン プ ２ ２ と 三 方 弁 バ ル

ブ ２ ４ 、 三 方 弁 バ ル ブ ２ ４ と 三 方 弁 バ ル ブ ２ ３ 、 三 方 弁 バ ル ブ ２ ３ と 有 機 物 調 整 タ ン ク ３

の そ れ ぞ れ の 間 に は 、 そ れ ぞ れ の 間 の 消 化 液 の 流 通 を 、 必 要 に 応 じ て 開 閉 す る た め の 開 閉

バ ル ブ ２ ５ が 設 け ら れ る 。

【 ０ ０ ２ ８ 】

　 発 酵 槽 ５ は 、 加 水 槽 ４ か ら 供 給 さ れ る バ イ オ マ ス を 発 酵 槽 ５ の 周 縁 部 の 一 部 に 上 方 か ら

供 給 す る た め の 供 給 口 １ ０ と 、 発 酵 槽 ５ 内 に 回 転 自 在 に 設 け ら れ た 回 転 軸 ２ ６ に 複 数 枚 、

例 え ば ４ 枚 の 板 状 部 材 ２ ７ の 各 端 縁 を 固 定 し て 構 成 さ れ る 攪 拌 板 ２ ８ と 、 発 酵 槽 ５ の 底 部

に 配 置 さ れ た メ タ ン 菌 滞 留 材 ２ ９ と を 備 え る 。

【 ０ ０ ２ ９ 】

　 攪 拌 板 ２ ８ は 、 供 給 口 １ ０ か ら 供 給 さ れ る バ イ オ マ ス が 攪 拌 板 ２ ８ の 板 状 部 材 ２ ７ に 当

た る 位 置 に 配 置 さ れ 、 攪 拌 板 ２ ８ は 、 バ イ オ マ ス が 板 状 部 材 ２ ７ に 当 た る こ と に よ り 、 発

酵 槽 ５ 内 に 供 給 さ れ る バ イ オ マ ス を 攪 拌 す る よ う に 構 成 さ れ る 。

【 ０ ０ ３ ０ 】

　 具 体 的 に は 、 攪 拌 板 ２ ８ は 、 ３ 枚 以 上 の 板 状 部 材 ２ ７ を 備 え 、 供 給 口 １ ０ か ら 供 給 さ れ

る バ イ オ マ ス が 各 板 状 部 材 ２ ７ に 順 次 当 た っ て 板 状 部 材 ２ ７ が 回 転 す る こ と に よ り バ イ オ

マ ス の 攪 拌 を 行 う よ う に 構 成 さ れ る 。

【 ０ ０ ３ １ 】

　 ま た 、 攪 拌 板 ２ ８ は 、 そ の 回 転 時 に 、 各 板 状 部 材 ２ ７ の 先 端 部 が 、 発 酵 槽 ５ の 底 部 に 配

置 さ れ た メ タ ン 菌 滞 留 材 ２ ９ の 内 部 を 通 過 す る よ う に 構 成 さ れ る 。 な お 、 加 水 槽 ４ 及 び 発
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酵 槽 ５ に は メ ン テ ナ ン ス 用 の 出 入 口 ４ ａ 及 び ５ ａ が そ れ ぞ れ 設 け ら れ る 。 ま た 、 発 酵 槽 ５

に は 、 バ イ オ ガ ス 抜 き ５ ｂ が 設 け ら れ る 。

【 ０ ０ ３ ２ 】

　 こ の 構 成 に お い て 、 食 品 残 渣 が 破 砕 機 ２ で 破 砕 さ れ 、 こ れ に 有 機 物 調 整 タ ン ク ３ で 水 と

消 化 液 が １ 対 １ の 割 合 で 加 え ら れ て 有 機 物 原 料 と さ れ る 。 こ の 有 機 物 原 料 は 、 加 水 槽 ４ で

加 水 分 解 さ れ て 、 加 水 分 解 処 理 さ れ た バ イ オ マ ス と さ れ 、 発 酵 槽 ５ に 供 給 口 １ ０ か ら 供 給

さ れ る 。 こ の と き 、 供 給 口 １ ０ か ら 供 給 さ れ る バ イ オ マ ス は 、 攪 拌 板 ２ ８ の 板 状 部 材 ２ ７

に 当 た り 、 攪 拌 板 ２ ８ を 回 転 さ せ る 。

【 ０ ０ ３ ３ 】

　 こ れ に よ り 、 供 給 さ れ た バ イ オ マ ス が 攪 拌 さ れ る の で 、 バ イ オ マ ス の メ タ ン 発 酵 が 適 切

に 促 進 さ れ る 。 ま た 、 こ の と き 、 各 板 状 部 材 ２ ７ の 先 端 部 は 、 メ タ ン 菌 滞 留 材 ２ ９ の 内 部

を 通 過 す る の で 、 メ タ ン 菌 滞 留 材 ２ ９ に 滞 留 し て い る メ タ ン 菌 が 良 好 に バ イ オ マ ス 内 に 拡

散 さ れ る 。 こ れ に よ り 、 さ ら に 良 好 に メ タ ン 発 酵 が 促 進 さ れ る 。

【 ０ ０ ３ ４ 】

　 さ ら に 、 こ の と き 、 発 酵 槽 ５ は 熱 調 整 保 温 装 置 １ ２ に よ っ て ３ ６ ～ ４ ０ ℃ に 保 温 さ れ る

と と も に 、 供 給 口 １ ０ の 重 量 計 １ ４ や 、 槽 内 の Ｐ Ｈ セ ン サ や 温 度 セ ン サ １ ５ の 出 力 に 基 づ

き 、 側 壁 に 取 り 付 け ら れ た ヒ ー タ を 制 御 し て 、 発 酵 槽 ５ 内 の 環 境 が メ タ ン 発 酵 に 適 し た Ｐ

Ｈ 及 び 温 度 と な る よ う に 管 理 さ れ て い る 。 こ の た め 、 発 酵 槽 ５ 内 で の メ タ ン 発 酵 は 効 率 的

に 行 わ れ る 。

【 ０ ０ ３ ５ 】

　 こ れ に 伴 っ て 効 率 的 に 発 生 す る バ イ オ ガ ス が 、 脱 硫 装 置 ６ を 経 て 、 再 生 資 源 と し て の 利

用 に 供 さ れ る 。

【 ０ ０ ３ ６ 】

　 一 方 、 発 酵 槽 ５ で 効 率 的 に 生 じ る 消 化 液 は 、 消 化 液 タ ン ク ７ を 経 て 、 肥 料 な ど の 再 利 用

に 供 さ れ る 。 そ の 際 、 発 酵 槽 ５ 内 の 消 化 液 の 一 部 は 、 消 化 液 タ ン ク ７ の 消 化 液 の 一 部 と 合

流 さ れ 、 必 要 に 応 じ て 、 開 閉 バ ル ブ ２ ５ の 操 作 に 応 じ て 、 有 機 物 調 整 タ ン ク ３ 、 加 水 槽 ４

、 又 は 発 酵 槽 ５ に 還 流 さ れ る 。

【 ０ ０ ３ ７ 】

　 以 上 の よ う に 、 本 実 施 形 態 に よ れ ば 、 発 酵 槽 ５ に 供 給 さ れ る バ イ オ マ ス が 攪 拌 板 ２ ８ の

板 状 部 材 ２ ７ に 当 た る こ と に よ っ て 、 攪 拌 板 ２ ８ に よ り 、 発 酵 槽 ５ 内 に 供 給 さ れ た バ イ オ

マ ス を 攪 拌 す る 。 し た が っ て 、 攪 拌 板 ２ ８ は 、 電 力 を 消 費 す る こ と な く バ イ オ マ ス を 攪 拌

す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ３ ８ 】

　 ま た 、 攪 拌 板 ２ ８ の 回 転 が 、 メ タ ン 菌 滞 留 材 ２ ９ の メ タ ン 菌 を 良 好 に 発 酵 槽 ５ 内 の バ イ

オ マ ス 及 び 消 化 液 の 混 合 物 内 に 拡 散 す る の で 、 メ タ ン 発 酵 を 良 好 に 促 進 す る こ と が で き る

。

【 ０ ０ ３ ９ 】

　 図 ２ は 、 別 の 実 施 形 態 に 係 る バ イ オ マ ス 処 理 シ ス テ ム １ ａ を 示 す 。 こ の バ イ オ マ ス 処 理

シ ス テ ム １ ａ は 、 攪 拌 板 の 構 成 が 上 記 図 １ の 実 施 形 態 と は 異 な る 。 他 の 構 成 は 、 上 記 図 １

の 実 施 形 態 の 場 合 と 同 様 で あ る 。

【 ０ ０ ４ ０ 】

　 す な わ ち 、 本 実 施 形 態 の 攪 拌 板 ２ ８ ｂ は 、 回 転 軸 ２ ６ を 中 心 と す る 平 板 状 と な る よ う に

配 置 さ れ た ２ 枚 の 板 状 部 材 ２ ７ を 備 え 、 そ の う ち の 一 方 に は 、 図 ３ の よ う に 、 多 数 の 貫 通

孔 （ メ ッ シ ュ ） ３ ０ が 設 け ら れ る 。 ２ 枚 の 板 状 部 材 ２ ７ の う ち の 他 方 に は 、 供 給 口 １ ０ か

ら 供 給 さ れ る バ イ オ マ ス が 当 た る こ と に よ り 、 該 ２ 枚 の 板 状 部 材 ２ ７ が 搖 動 し て 、 供 給 さ

れ た バ イ オ マ ス の 攪 拌 が 行 わ れ る よ う に 構 成 さ れ る 。

【 ０ ０ ４ １ 】

　 こ の 場 合 、 供 給 口 １ ０ か ら 供 給 さ れ る バ イ オ マ ス は 、 他 方 の 板 状 部 材 ２ ７ 上 に 落 下 す る

。 こ の 落 下 し て く る バ イ オ マ ス の 重 み に よ り 、 他 方 の 板 状 部 材 ２ ７ は 下 方 に 押 さ れ る が 、

こ の と き 一 方 の 板 状 部 材 ２ ７ は 多 数 の 貫 通 孔 ３ ０ を 有 す る の で 、 攪 拌 板 ２ ８ ｂ は 、 比 較 的
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少 な い 抵 抗 で シ ー ソ ー の よ う に 搖 動 す る 。 こ の 搖 動 に よ り 、 発 酵 槽 ５ の 底 部 に 溜 ま っ て い

る バ イ オ マ ス が 攪 拌 さ れ 、 バ イ オ マ ス の 発 酵 が 促 進 さ れ る 。

【 ０ ０ ４ ２ 】

　 本 実 施 形 態 の 場 合 も 、 電 力 を 消 費 す る こ と な く バ イ オ マ ス を 良 好 に 攪 拌 す る こ と が で き

る 。

【 ０ ０ ４ ３ 】

　 図 ４ は 、 本 発 明 の さ ら に 別 の 実 施 形 態 に 係 る バ イ オ マ ス 処 理 シ ス テ ム １ ｂ を 示 す 。 こ の

バ イ オ マ ス 処 理 シ ス テ ム １ ｂ は 、 発 酵 槽 ５ に お け る 供 給 口 １ ０ 下 方 の 底 部 に 、 メ タ ン 発 酵

に よ る 分 解 速 度 の 遅 い 固 形 物 を 分 離 す る た め の 分 離 室 ３ １ を 備 え る 。 分 離 室 ３ １ は 、 分 離

室 ３ １ に よ り 分 離 さ れ た 固 形 物 を 加 水 槽 ４ に 戻 す た め に 、 未 消 化 物 の 移 送 経 路 を 介 し て 加

水 槽 ４ に 接 続 さ れ る 。

【 ０ ０ ４ ４ 】

　 ま た 、 分 離 室 ３ １ は 、 該 固 型 物 を 肥 料 化 す る た め の 濾 過 装 置 ３ ２ に 接 続 さ れ る 。 他 の 構

成 は 、 図 １ の バ イ オ マ ス 処 理 シ ス テ ム １ の 場 合 と 同 様 で あ り 、 図 ４ に お け る 図 １ と 同 じ 符

号 は 、 同 じ 要 素 を 示 し て い る 。

【 ０ ０ ４ ５ 】

　 図 ５ Ａ は 、 分 離 室 ３ １ の 一 例 と し て 、 中 央 型 の 分 離 室 ３ １ ａ を 示 す 。 中 央 型 分 離 室 ３ １

ａ は 、 室 内 の 中 央 に 向 か っ て 傾 斜 し た 傾 斜 面 ３ ３ ａ と 、 傾 斜 面 ３ ３ ａ に よ り 中 央 型 分 離 室

３ １ ａ の 底 部 に 送 ら れ た 固 形 物 を 加 水 槽 ４ 等 に 移 送 す る た め の 排 出 口 ３ ４ と を 備 え る 。 排

出 口 ３ ４ に は 開 閉 バ ル ブ ３ ５ が 設 け ら れ る 。

【 ０ ０ ４ ６ 】

　 こ の 構 成 に お い て 、 供 給 口 １ ０ か ら 供 給 さ れ る バ イ オ マ ス に は 、 分 解 速 度 が 遅 い 固 形 物

も 含 ま れ て い る 。 こ の よ う な 固 形 物 は 、 攪 拌 板 ２ ８ と 連 動 し て 、 少 し ず つ 中 央 型 分 離 室 ３

１ ａ に 送 ら れ る 。 中 央 型 分 離 室 ３ １ ａ に 送 ら れ た 固 形 物 は 、 未 消 化 物 と し て 加 水 槽 ４ に 戻

さ れ 、 再 分 解 が 図 ら れ て 再 利 用 さ れ る 。

【 ０ ０ ４ ７ 】

　 ま た 、 中 央 型 分 離 室 ３ １ ａ に 送 ら れ た 固 形 物 は 、 窒 素 （ Ｎ ） 、 リ ン 酸 （ Ｐ ２ Ｏ ５ ） 、 酸

化 カ リ ウ ム （ Ｋ ２ Ｏ ） を 豊 富 に 含 む の で 、 濾 過 装 置 ３ ２ に 移 送 し 、 肥 料 と し て 再 利 用 す る

こ と も で き る 。

【 ０ ０ ４ ８ 】

　 本 実 施 形 態 に よ れ ば 、 分 離 室 ３ １ に よ り 分 離 し た 固 形 物 を 加 水 槽 ４ に 戻 す こ と が で き る

の で 、 分 解 速 度 の 遅 い 、 例 え ば 分 解 に 数 十 日 を 要 す る よ う な 固 形 物 に つ い て 、 再 利 用 を 図

り 、 バ イ オ ガ ス 化 し て 、 分 解 効 率 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。 ま た 、 こ の よ う な 固 形 物 を

濾 過 装 置 ３ ２ に 移 送 し て 肥 料 化 す る こ と も で き る 。

【 ０ ０ ４ ９ 】

　 な お 、 分 離 室 ３ １ と し て 、 図 ５ Ｂ 及 び 図 ５ Ｃ に そ れ ぞ れ 示 す よ う な 、 傾 斜 型 分 離 室 ３ １

ｂ 及 び 屋 根 型 分 離 室 ３ １ ｃ の よ う な 形 態 の も の も 考 え ら れ る 。 図 ５ Ｂ の 傾 斜 型 分 離 室 ３ １

ｂ は 、 一 方 の 端 に 向 か っ て 傾 斜 し た 傾 斜 面 ３ ３ ｂ を 備 え る 。 図 ５ Ｃ の 屋 根 型 分 離 室 ３ １ ｃ

は 、 両 方 の 端 に 向 か っ て 傾 斜 し た 屋 根 状 の 傾 斜 面 ３ ３ ｃ を 備 え る 。

【 ０ ０ ５ ０ 】

　 傾 斜 型 分 離 室 ３ １ ｂ 及 び 屋 根 型 分 離 室 ３ １ ｃ の 場 合 も 、 中 央 型 分 離 室 ３ １ ａ の 場 合 と 同

様 に し て 、 固 形 物 を 分 離 す る こ と が で き る 。 分 離 し た 固 形 物 は 、 排 出 口 ３ ４ か ら 開 閉 バ ル

ブ ３ ５ を 介 し て 加 水 槽 ４ や 濾 過 装 置 ３ ２ に 移 送 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ５ １ 】

　 以 上 本 発 明 の 実 施 形 態 に つ い て 説 明 し た が 、 本 発 明 は こ れ に 限 定 さ れ な い 。 例 え ば 、 攪

拌 板 に お け る 板 状 部 材 の 枚 数 は ５ 枚 以 上 で あ っ て も よ い 。 ま た 、 図 ２ の バ イ オ マ ス 処 理 シ

ス テ ム １ ａ に お い て 、 図 ４ の バ イ オ マ ス 処 理 シ ス テ ム １ ｂ の 場 合 と 同 様 に 、 分 離 室 ３ １ 等

を 設 け 、 固 形 物 の 再 利 用 や 肥 料 化 を 図 る よ う に し て も よ い 。

【 符 号 の 説 明 】

【 ０ ０ ５ ２ 】
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　 １ 、 １ ａ 、 １ ｂ … バ イ オ マ ス 処 理 シ ス テ ム 、 ２ … 破 砕 機 、 ３ … 有 機 物 調 整 タ ン ク 、 ４ …

加 水 槽 、 ４ ａ … 出 入 口 、 ５ … 発 酵 槽 、 ５ ａ … 出 入 口 、 ５ ｂ … バ イ オ ガ ス 抜 き 、 ６ … 脱 硫 装

置 、 ７ … 消 化 液 タ ン ク 、 ８ … 循 環 ポ ン プ 、 ９ … 循 環 ポ ン プ 、 １ ０ … 供 給 口 、 １ １ … 雨 水 タ

ン ク 、 １ ２ … 熱 調 整 保 温 装 置 、 １ ３ … 保 温 用 パ イ プ 、 １ ４ … 重 量 計 、 １ ５ … Ｐ Ｈ セ ン サ や

温 度 セ ン サ 、 １ ６ … 流 量 計 、 １ ７ … 脱 水 装 置 、 １ ８ … ド レ ー ン フ ィ ル タ 、 １ ９ … 除 湿 部 、

２ ０ … 循 環 ポ ン プ 、 ２ １ … 三 方 弁 バ ル ブ 、 ２ ２ … 循 環 ポ ン プ 、 ２ ３ … 三 方 弁 バ ル ブ 、 ２ ４

… 三 方 弁 バ ル ブ 、 ２ ５ … 開 閉 バ ル ブ 、 ２ ６ … 回 転 軸 、 ２ ７ … 板 状 部 材 、 ２ ８ 、 ２ ８ ｂ … 攪

拌 板 、 ２ ９ … メ タ ン 菌 滞 留 材 、 ３ ０ … 貫 通 孔 、 ３ １ … 分 離 室 、 ３ １ ａ … 中 央 型 分 離 室 、 ３

１ ｂ … 傾 斜 型 分 離 室 、 ３ １ ｃ … 屋 根 型 分 離 室 、 ３ ２ … 濾 過 装 置 、 ３ ３ ａ 、 ３ ３ ｂ 、 ３ ３ ｃ

… 傾 斜 面 、 ３ ４ … 排 出 口 、 ３ ５ … 開 閉 バ ル ブ 。

【 要 約 】

【 課 題 】 よ り 消 費 電 力 が 少 な い メ タ ン 発 酵 装 置 を 提 供 す る 。

【 解 決 手 段 】 メ タ ン 発 酵 装 置 は 、 供 給 口 １ ０ か ら 供 給 さ れ る バ イ オ マ ス を メ タ ン 発 酵 さ せ

る た め の 発 酵 槽 ５ と 、 発 酵 槽 ５ 内 に 設 け ら れ た 回 転 軸 ２ ６ に 複 数 枚 の 板 状 部 材 ２ ７ の 各 端

縁 を 固 定 し て 構 成 さ れ る 攪 拌 板 ２ ８ と を 備 え る 。 供 給 口 １ ０ 及 び 攪 拌 板 ２ ８ は 、 供 給 口 １

０ か ら 供 給 さ れ る バ イ オ マ ス が 攪 拌 板 ２ ８ の 板 状 部 材 ２ ７ に 当 た る 位 置 と な る よ う に 配 置

さ れ る 。 攪 拌 板 ２ ８ は 、 バ イ オ マ ス が 板 状 部 材 ２ ７ に 当 た る こ と に よ り 回 転 又 は 搖 動 し 、

発 酵 槽 ５ 内 に 供 給 さ れ た バ イ オ マ ス を 攪 拌 す る よ う に 構 成 さ れ る 。

【 選 択 図 】 図 １

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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